
1/7■令和３年度桜川市病院事業運営評価シート

○

医療法人　隆仁会
茨城県桜川市高森１０００番地

平成３０年１０月１日
～令和２０年３月３１日

業務の範囲

(1)　病院における診療及び検診に関する業務
(2)　病院利用に係る料金及び手数料の徴収に関する業務
(3)　病院の施設及び附帯設備の維持管理に関する業務
(4)　利用者に対する物品の販売又はサービスの提供に関する業務
(5)　前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務

（２）外来診療 【中期２】【年度１】外来診療体制
○医師確保の状況を踏まえながら、疾
病需要に対応した診療科開設に努め
る。
○感染症流行時には、増員体制にて対
応する。

①外来診療実績 ①外来診療実績
　外来診療については、内科、小児科、外科、整形外科を中心とした診療を行いました。
また、一般診療の他、新型コロナウイルス感染症に対する診療に努めました。患者数につ
いてはコロナ禍前の水準まで回復し、前年度と比べ増加となりました。

○1日当たり外来患者数の実績：227.7人【計画：237.0人】　増減：▲9.3人
○発熱外来患者数：6,482人、PCR検査数：4,901件
○市民への新型コロナワクチン接種：14,935回(全体：91,869回)

○

（１）基本的医療機能

指定管理時の提案及び協定書、
基準書等の主な内容

中期計画書・年度計画等の主な内容 評価対象事項

【評価について】
　○：協定内容が遵守されており、事業計画に基づく事業実施や取組状況や数値目標
　　　について水準を満たしている、又は期待以上となっている。
　△：協定内容の遵守や、事業計画に基づく事業実施や取組状況に問題はないが、
　　　一部に改善の余地がある。
　×：協定事項が遵守されていない、または事業計画内容が実施されておらず
　　　事業実施に支障があり、早急な対応が求められる。

①適正な人員の確保
　人員配置計画に基づいた人員体制の確保に努めました。内科の医師については、当初計
画の医常勤４名体制を確立しました。整形外科については、年度内中に常勤２名の退職に
より常勤１名体制となりました。その他、麻酔科医師１名の採用や看護職員はじめ年度内
での人員の変動はあったものの、概ね安定した人員の確保を行うことが出来ました。

②研修等の実施
　例年行っていた接遇研修については新型コロナウイルス感染症のため、今年度は見送り
としました。ご意見箱等からの接遇に関する内容については、院内にて共有し、改善に努
めました。
　院内での接遇管理については、接遇（窓口対応・電話対応）に関する覆面調査を行い、
調査後は報告書をもとに課題点を共有し、接遇向上に向けた取り組みを実施しました。

　全国的に見ても医師が不
足、偏在する医療圏にあっ
て、民間のノウハウを生かし
た医師、看護師等の医療ス
タッフの確保に努めている。
医師・看護師ともに概ね計画
通りとなっている。
　また、ご意見箱等の接遇に
関する内容の共有、覆面調査
による課題の共有により職員
の能力向上に努めている。

■医師偏在指標（厚労省）

■二次保健医療圏別人口10万
対医師数の比較　第７次茨城
県保健福祉計画より

指定管理者

指定期間

【１次評価】指定管理者：令和３年度の実績報告概要及び評価 【２次評価】市の評価

　１次、２次評価とも
に妥当である。
　今後も継続的に一定
水準の医療サービスを
確保するためにも人員
の確保に一層努められ
たい。
　また、接遇について
の苦情や要望は、院内
で共有の上、職員の接
遇能力向上に一層取り
組まれたい。

１
　
医
療
機
能

【中期１】運営方針
【中期９】病院及びスタッフ管理の体
制
【年度３】人員体制
○患者数及び地域需要に応じて、医
師、看護師等の資格者の確保に努め
る。
○職員の能力向上のための研修等

①適正な人員の確保
②研修等の実施

○

○

　外来患者数は、前年度と比
較して1日当たり24.2人増加
し、令和元年度と同程度に
なった。
　新型コロナ疑い患者に対す
る診療、PCR検査により地域の
感染拡大を防ぐとともに、新
型コロナワクチン接種施設と
して、接種率向上に大きく貢
献した。

評価結果

委員会の評価

○

　１次、２次評価とも
に妥当である。
　計画を下回っている
ものの、新型コロナ疑
い患者の診療、ワクチ
ン接種を実施する中
で、外来患者数がコロ
ナ禍前の水準に回復し
ている。

○疾病需要の変化や医師確保の状況に
より、新たな診療科開設に努める。
○患者数増加が見込まれる場合は増員
するなど診療体制を強化する。

○桜川市を中心とした地域において包
括的で質の高い安全な医療サービスの
充実に努める。
○桜川市の基幹病院として、現在の医
療機能の維持に努める。
○病院及びスタッフ管理の体制（職員
の能力向上）

○

二次医療圏 指標

全国（335か所） 239.8

つくば 350.3（14位）

鹿行 130.1（310位）

筑西・下妻 125.9（316位）

常陸太田・

ひたちなか
125.6（317位）

医療圏
人口10万対

医師数

全国平均 258.8

茨城県 197.5

つくば 413.7

鹿行 96.6

筑西・下妻 113.1

常陸太田・
ひたちなか

116.6

【参考】改革プラン数値目標 ※令和２年度終了 （単位：人）

■人員数推移 （単位：人）

常勤
非常勤

(常勤換算)
合計 常勤

非常勤

(常勤換算)
合計 常勤

非常勤

(常勤換算)
合計 常勤

非常勤

(常勤換算)
合計

医師 12 4.6 16.6 11 4.9 15.9 ▲ 1 0.3 ▲ 0.7 11 4.6 15.6

看護師
（正・准）

70 5.2 75.2 67 5.6 72.6 ▲ 3 0.4 ▲ 2.6 68 6.9 74.9

職種

【参考】R3実績

計画 実績(R4.3.31) 計画との比較 実績(R3.3.31)
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医療法人　隆仁会
茨城県桜川市高森１０００番地

平成３０年１０月１日
～令和２０年３月３１日

業務の範囲

(1)　病院における診療及び検診に関する業務
(2)　病院利用に係る料金及び手数料の徴収に関する業務
(3)　病院の施設及び附帯設備の維持管理に関する業務
(4)　利用者に対する物品の販売又はサービスの提供に関する業務
(5)　前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務

指定管理時の提案及び協定書、
基準書等の主な内容

中期計画書・年度計画等の主な内容 評価対象事項

【評価について】
　○：協定内容が遵守されており、事業計画に基づく事業実施や取組状況や数値目標
　　　について水準を満たしている、又は期待以上となっている。
　△：協定内容の遵守や、事業計画に基づく事業実施や取組状況に問題はないが、
　　　一部に改善の余地がある。
　×：協定事項が遵守されていない、または事業計画内容が実施されておらず
　　　事業実施に支障があり、早急な対応が求められる。

指定管理者

指定期間

【１次評価】指定管理者：令和３年度の実績報告概要及び評価 【２次評価】市の評価

評価結果

委員会の評価

１
　
医
療
機
能

○病棟単位
①一般病棟（混合：内科系）40床
②一般病棟（混合：外科系）40床
③療養病棟（混合）48床
一般病棟では１０対１、療養病棟では
２０対１看護基準とする。

△

○

①入院診療実績
　新型コロナウイルス感染症の影響により、入院については減少となりました。近隣の医
療機関及び施設等（特別養護老人ホーム、老人保健施設等）からの入院の受け入れや軽症
者を中心とした救急搬送受け入れを積極的に行いました。

○1日当たり入院患者数の実績　※（　）は病床利用率
　Ｒ3 実績：92.4人（72.2％）【計画：96.8人（75.6％）】増減：▲4.4人（▲3.4％）
　うち一般：46.5人（58.2％）【計画：50.6人（63.3％）】増減：▲4.1人（▲5.1％）
　うち療養：45.9人（95.6％）【計画：46.2人（96.3％）】増減：▲0.3人（▲0.7％）

○ ○

　全体の入院患者数は、前年
度と比較して1日当たり4.4人
減少しており、新型コロナウ
イルス感染症の影響があった
ものの、計画と比較しても概
ね計画通りとなっている。
　引き続き、利用率向上に努
めていただきたい。

【参考】
■不採算地区100床以上150床
未満の全国平均値(Ｒ１)Ｒ３
ハンドブックより抜粋

○

　来院受入数及び救急搬送受
入数は、前年度と同程度また
は上回っているが、救急搬送
応需率は、前年度と比較して
7pt減少している。茨城県の認
定基準は上回っているもの
の、低い水準となっている。
　また、令和４年度より救急
告示病院認定の基準が年間100
件以上に変更となったが、市
民の安心・安全な地域医療の
確保のため、可能な限り救急
搬送受入に努めていただきた
い。

【参考】
○茨城県の救急告示病院認定
基準　年間300件以上
　　　一日平均0.8件
※R4年度4月1日より年間100件
以上に変更

○

○救急担当部署を設置、常勤医師を配
置する等救急医療体制を構築する。
○茨城県医療情報システムに参加す
る。
○２４時間３６５日の救急医療体制を
構築し、救急告示病院の指定を受け
る。
○筑西広域市町村圏における救急輪番
制への参加を目指す。

①救急受入実績
　前年度同様、軽症、中等症患者を中心とした救急受入を行いました。来院は前年度と同
程度になり、救急搬送は前年度より増加となりました。

○救急搬送応需率：Ｒ３年度69.8％　Ｒ２年度76.8％　Ｒ１年度73.0％

（３）入院診療

（４）初期（一次）救急医療及び対応可
能な二次救急医療

【中期４】【年度４】救急診療体制
○一次救急のほか、救急告示病院を取
得し、将来的に二次救急の受入及び病
院群輪番病院として地域の救急医療の
セーフティネットの構築を目指す。
○他の医療機関との連携体制の充実を
図る。
○休日及び夜間の救急体制は、指定管
理開始時に内科系又は外科系１名の診
療体制を構築する。その後可能な範囲
で医師２名体制も検討する。

①救急受入実績

　コロナ禍前から利用
率が低い傾向にある一
般病床は、計画を下
回っており、前年度の
実績値も下回ってい
る。
　コロナ禍の影響があ
るものの２年が経過し
ており、病床利用率の
向上に努めていただき
たい。

　１次、２次評価とも
に妥当である。
　救急搬送受入れ件数
は前年度を上回ってい
るが、応需率は下がっ
ているため、向上に努
めていただきたい。
　また、救急告示病院
認定の基準が令和４年
度からに変更になった
が、市民の安心・安全
のため、これまでと同
程度である年間300件
以上を目指していただ
きたい。

【中期３、５】【年度２】入院診療体
制
○診療体制は、病棟３単位。一般病棟
では１０対１、療養病棟では２０対１
看護基準とする。

①入院診療実績

【参考】改革プラン数値目標 ※令和２年度終了 （単位：人）

【参考】改革プラン数値目標 ※令和２年度終了 （単位：件）

一般病院 黒字病院

病床利用率 73.7％ 78.2％

　うち一般 73.1％ 78.8％

　うち療養 78.3％ 77.6％



3/7■令和３年度桜川市病院事業運営評価シート

医療法人　隆仁会
茨城県桜川市高森１０００番地

平成３０年１０月１日
～令和２０年３月３１日

業務の範囲

(1)　病院における診療及び検診に関する業務
(2)　病院利用に係る料金及び手数料の徴収に関する業務
(3)　病院の施設及び附帯設備の維持管理に関する業務
(4)　利用者に対する物品の販売又はサービスの提供に関する業務
(5)　前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務

指定管理時の提案及び協定書、
基準書等の主な内容

中期計画書・年度計画等の主な内容 評価対象事項

【評価について】
　○：協定内容が遵守されており、事業計画に基づく事業実施や取組状況や数値目標
　　　について水準を満たしている、又は期待以上となっている。
　△：協定内容の遵守や、事業計画に基づく事業実施や取組状況に問題はないが、
　　　一部に改善の余地がある。
　×：協定事項が遵守されていない、または事業計画内容が実施されておらず
　　　事業実施に支障があり、早急な対応が求められる。

指定管理者

指定期間

【１次評価】指定管理者：令和３年度の実績報告概要及び評価 【２次評価】市の評価

評価結果

委員会の評価

２
　
附
帯
業
務
及
び
地
域
医
療
連
携
等

（１）医療安全・医療倫理 ①医療安全委員会と医
療安全体制について
②院内感染対策委員会
の開催状況
③倫理委員会等の取組
状況

③倫理委員会等の取組状況
　本年度の開催はありませんでした。

①医療安全委員会と医療安全体制について
　医療安全委員会、リスクマネジメント委員会を毎月１回開催し、その他医療安全に関わ
る医療安全推進委員会を週1回開催しました。インシデント・アクシデントレポートをも
とに事例を分析し、改善策の検討及び検証を行いました。引き続き、医療安全体制の見直
しと再発防止に努めます。

ア　委員会の開催
　　○医療安全管理委員会開催回数：12回
　　○リスクマネジメント委員会開催回数：12回
　　○医療安全推進委員会開催回数：48回

イ　インシデント・アクシデント報告件数
　　○インシデント報告件数：350件
　　　　（インシデント：患者に影響のないミス・医療過誤）
　　　　主な内容：転倒、転落、看護、接遇、その他
　　○アクシデント報告件数：11件
　　　＊アクシデント：患者に影響のあったミス・医療事故
　　　＊アクシデントレベル　11件すべて3b（濃厚な処置や治療を要する内容）
　　　　内訳：針刺し事故、転倒・転落、カテーテル自己抜去等
　

②院内感染対策委員会の開催状況
新型コロナウイルス感染症への対応を中心とした定期的な委員会を開催しました。院内感
染対策委員会の下部組織である院内感染リンクスタッフ委員会においては、感染制御チー
ム（ＩＣＴ）のラウンドの内容をもとに院内の感染対策の徹底を図りました。

ア　委員会の開催
　○院内感染対策委員会開催回数：12回

イ　感染制御チームに（ＩＣＴ）による院内ラウンド
　○院内ラウンド実施回数：49回

ウ　新型コロナウイルス感染症にかかる会議・研修会等への参加
　○第１回筑西保健所管内新型コロナウイルス感染症対策研修会
　　開 催 日：令和３年６月１７日（木）
　　主　　催：茨城県筑西保健所
　〇筑西保健所管内新型コロナウイルス感染症対策連絡会議（オンライン会議）
　　＊計：8回実施
　　※事業報告書参照

【中期６】医療安全
○安全管理に基づく医療の提供
○院内感染対策
○院内感染発生時の対応に関する基本
方針
【中期７】医療倫理に基づく医療の提
供
○カルテ開示への考え方・実施方法
○倫理委員会の運営及び委員構成
○その他、患者中心の医療についての
方針・体制
【年度７】各種委員会
○医療安全管理委員会、院内感染対策
委員会

○安全管理の方針・組織責任体制を整
備する。
○院内感染対策として標準予防策を実
施するなど安全な医療を提供する。
○院内倫理委員会を設置する。

○

　医療安全体制、院内感染症
対策ともに、定期的な会合に
よる情報共有や意識向上を図
るとともに、事後対応につい
ても適切に行われている。
　引き続き、適切な報告と発
生した事例の分析・改善を行
い、インシデント・アクシデ
ントの再発防止に努めていた
だきたい。

○ ○

　１次、２次評価とも
に妥当である。
　新型コロナウイルス
が感染拡大しているた
め、院内感染対策の強
化に努めていただきた
い。
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医療法人　隆仁会
茨城県桜川市高森１０００番地

平成３０年１０月１日
～令和２０年３月３１日

業務の範囲

(1)　病院における診療及び検診に関する業務
(2)　病院利用に係る料金及び手数料の徴収に関する業務
(3)　病院の施設及び附帯設備の維持管理に関する業務
(4)　利用者に対する物品の販売又はサービスの提供に関する業務
(5)　前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務

指定管理時の提案及び協定書、
基準書等の主な内容

中期計画書・年度計画等の主な内容 評価対象事項

【評価について】
　○：協定内容が遵守されており、事業計画に基づく事業実施や取組状況や数値目標
　　　について水準を満たしている、又は期待以上となっている。
　△：協定内容の遵守や、事業計画に基づく事業実施や取組状況に問題はないが、
　　　一部に改善の余地がある。
　×：協定事項が遵守されていない、または事業計画内容が実施されておらず
　　　事業実施に支障があり、早急な対応が求められる。

指定管理者

指定期間

【１次評価】指定管理者：令和３年度の実績報告概要及び評価 【２次評価】市の評価

評価結果

委員会の評価

○

　１次、２次評価とも
に妥当である。

【中期１０】災害等及び市民への健康
危機への対応
○災害対応マニュアル及び業務継続計
画を策定し、継続的に医療サービスが
提供できる体制を整える。
○健康危機管理体制について定めたマ
ニュアルを策定し、その有効性を検証
するための訓練や適切に対応できる人
材の育成、必要な機器・器材の整備に
努める。

①災害時等対応への取
組状況

①災害時等対応への取組状況
　災害対策マニュアル、ＢＣＰ（事業継続計画）、災害発生時の対応についての見直しを
行いました。また、震災を想定した招集訓練（安否確認を含む）を医療機関用災害対策シ
ステム（スマートフォンによる報告システム）にて実施しました。

②新型コロナワクチン接種への取組状況
　予防接種法に基づき、新型コロナワクチン接種を実施しました。院内の健診センターを
活用した個別接種のほか、休診日に１階外来スペースを活用した集団接種も実施し、接種
率の向上に貢献しました。また、市内の高齢者施設入居者や在宅療養者に対して、医師・
看護師の訪問によるワクチン接種を実施しました。
　また、常勤の小児科専門医による小児へのワクチン接種も行い、接種を希望された方の
大半を接種しました。

○

２
　
附
帯
業
務
及
び
地
域
医
療
連
携
等

（３）災害発生時及び市民の健康危機発
生時の医療

○災害等への対応
○市民への健康危機への対応

○

災害マニュアル及びＢＣＰ
（事業継続計画）の整備、災
害時等の医薬品等の備蓄がで
きている。
　災害を想定した訓練や研修
等についても実施しており、
引き続き、定期的に実施して
いただきたい。
　また、新型コロナワクチン
接種では市内で最も多く接種
を実施し、小児へのワクチン
接種においても、市民の健康
危機への対応に大きく貢献し
ている。

○

（２）保健衛生事業 【中期１１】健康診断等の実施
【年度６】健康診断・人間ドック等の
実施
○市民の疾病予防、健康保持・増進、
生活環境保全を図る。
○健康状況に関するデータをもとにし
た診療体制の充実

①健康診断、人間ドッ
ク等の実施状況

①健康診断、人間ドック等の実施状況
　桜川市が実施する検診（人間ドック、特定検診、骨粗鬆症健診）、全国健康保険協会
（協会けんぽ）の生活習慣病予防健診・特定健康診査、事業所による法定健康診断を中心
とした健診業務を実施しました。今年度は健診センターを新型コロナワクチン接種会場に
利用したため、健診業務に制限はあったものの、健診者数については前年より増加となり
ました。

○

○市が実施する健診業務（がん検診、
健康診断等）について、協議のうえ協
力に努める。
○人間ドックその他の健診業務を行
う。

　病院開設にあわせ設置した
健診センターにより、市民の
疾病予防、健康保持・増進、
生活環境保全の受け皿として
機能しており、適切である。
　年々増加しており、更なる
健診業務の拡充が期待され
る。

　１次、２次評価とも
に妥当である。

○

○市町村が実施する検診業務の受託

・桜川市国民健康保険人間ドック・脳ドック健診

・桜川市後期高齢者医療被保険者人間ドック・脳
ドック健診

・桜川市後期高齢者健康診査
・桜川市骨粗しょう症医療機関検診

・結核定期健康診断

・乳がん医療機関検診
・新たなステージに入ったがん検診の総合支援事業

に係る乳がん医療機関検診
・その他市町村の健診業務（筑西市、笠間市、真岡

市等）

○その他

・桜川市立猿田小学校　就学時検診
・桜川市立岩瀬東中学校　内科検診

・桜川市立岩瀬認定こども園　乳幼児検診

・桜川市　一歳半検診
・桜川市教育委員会　結核定期健康診断精密検査

令和３年度(R3.4～R4.3)コロナワクチン接種実績

市民
(A)

うちSRMC
(B)

Bのうち小児

１回目 34,948 6,252 271 17.9%

２回目 34,486 5,876 40 17.0%

３回目 22,435 2,807 0 12.5%

合計 91,869 14,935 311 16.3%

※予防接種台帳より出力

接種区分
接種回数 市内接種に

対する割合
(B/A)
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医療法人　隆仁会
茨城県桜川市高森１０００番地

平成３０年１０月１日
～令和２０年３月３１日

業務の範囲

(1)　病院における診療及び検診に関する業務
(2)　病院利用に係る料金及び手数料の徴収に関する業務
(3)　病院の施設及び附帯設備の維持管理に関する業務
(4)　利用者に対する物品の販売又はサービスの提供に関する業務
(5)　前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務

指定管理時の提案及び協定書、
基準書等の主な内容

中期計画書・年度計画等の主な内容 評価対象事項

【評価について】
　○：協定内容が遵守されており、事業計画に基づく事業実施や取組状況や数値目標
　　　について水準を満たしている、又は期待以上となっている。
　△：協定内容の遵守や、事業計画に基づく事業実施や取組状況に問題はないが、
　　　一部に改善の余地がある。
　×：協定事項が遵守されていない、または事業計画内容が実施されておらず
　　　事業実施に支障があり、早急な対応が求められる。

指定管理者

指定期間

【１次評価】指定管理者：令和３年度の実績報告概要及び評価 【２次評価】市の評価

評価結果

委員会の評価

○

　今般の病院の再編統合にお
いて求められていた医療連携
については、西部メディカル
センターとの紹介・逆紹介数
が多くなっており、筑西桜川
地域の病院の再編統合の趣旨
に合致しているとともに、紹
介数及び逆紹介数は、概ね前
年度と同程度となっており、
引き続き、地域医療連携に努
めていただきたい。
　また、地域の医療機関との
連携として機器の共同利用が
前年度よりも増加し、地域医
療の質の向上に取り組んだ。
　あわせて、訪問看護事業に
ついては、1日当たり訪問看護
患者数が前年度を上回ってい
る。
　今年度、在宅療養支援病院
の届出を行ったことで、在宅
療養者への緊急対応も可能と
なり、訪問看護ステーション
の役割がさらに重要になって
くる。在宅療養者のきめ細や
かな対応に努めていただきた
い。

○

（４）地域医療機関との連携・支援、地
域医療全体の質の向上のための取組

【中期８】地域医療機関との連携・支
援、地域医療の質向上のための取組
○茨城県西部メディカルセンターを中
心とした周辺医療機関と連携するとと
もに、診療所が少ない桜川市において
は地元医師会と密接な連携を行い、地
域の拠点病院を目指し、医療提供の充
実を図る。
○地域住民が安心して暮らせる医療環
境を実現するため、周辺医療機関及び
周辺介護施設と連携し、包括的で切れ
目のないサービス提供体制を構築す
る。
○訪問看護事業の実施

①周辺医療機関等との
連携
②地域医療の質の向上
のための取組
③職場体験等の受入状
況
④訪問看護利用者数

①周辺医療機関等との連携
　市内外の医療機関や介護施設を中心とした、紹介受診・入院調整を行いました。クリ
ニック・介護施設等からの相談は、精査治療・入院加療が多く、病院からの相談は外来受
診、入院受け入れの依頼が中心となりました。新型コロナウイルス感染症の影響により、
直接的な関わり合いが難しいため、リモートでの情報交換を行いました。今年は、茨城県
立中央病院で行われた「地域医療連携推進懇談会」にリモートにて参加しました。

○紹介率、逆紹介率実績
　紹介率：14.0％、逆紹介率：8.8％

②地域医療の質の向上のための取組
　各団体・協会を通じた研修会、市民健康講座や講演会・定例会等については、新型コロ
ナウイルス感染症の観点により開催を見送りとしました。医療機器の共同利用については
開院４年目も近隣の診療所からの紹介を中心に数多くの検査依頼に対応致しました。

ア　主な研修会・講演会等　　新型コロナウイルス感染症の影響により中止
イ　共同利用実績
　　ＭＲＩ 666件、ＣＴ 221件　　【参考R2実績：ＭＲＩ　519件、ＣＴ　156件】

③職場体験等の受入状況
　新型コロナウイルス感染症の影響により中止

④訪問看護利用者数
　・訪問看護患者数：延4,951人（１日当り13.5人）
　
　・在宅療養支援病院の登録
　　緊急訪問看護が必要な患者に対して、24時間体制で対応できるように在宅療養支援
　　病院の届出を行い、病院再編整備基本構想の役割分担を達成しました。

２
　
附
帯
業
務
及
び
地
域
医
療
連
携
等

○地域医療連携室を設置する。
○周辺医療機関及び福祉施設等と連
携・協力する。
○地元医師会との協力による地域医療
の質の向上に取り組む。
○職場体験及びインターンシップ、看
護学生を継続的に受け入れる体制を強
化する。

○

　１次、２次評価とも
に妥当である。

【参考】改革プラン数値目標 ※令和２年度終了 （単位：％）

【参考】改革プラン数値目標 ※令和２年度終了 （単位：人）

■紹介された主な医療機関と人数

医療機関名 人数 医療機関名 人数

茨城県西部メディカルセンター 72 仁保内科医院 20

田崎内科医院 65 大和クリニック 18

茨城県立中央病院 32 筑波大学附属病院 16

阿部田医院 28 筑波メディカルセンター病院 15

吉原医院 21 その他開業医、クリニック等 920

合計 1,207

■紹介した主な医療機関と人数

医療機関名 人数 医療機関名 人数

茨城県立中央病院 152 協和中央病院 38

茨城県西部メディカルセンター 85 大和クリニック 21

筑波大学附属病院 75 田崎内科医院 15

自治医科大学附属病院 61 仁保内科医院 15

筑波メディカルセンター病院 41 その他開業医、クリニック等 381

合計 884
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茨城県桜川市高森１０００番地

平成３０年１０月１日
～令和２０年３月３１日

業務の範囲

(1)　病院における診療及び検診に関する業務
(2)　病院利用に係る料金及び手数料の徴収に関する業務
(3)　病院の施設及び附帯設備の維持管理に関する業務
(4)　利用者に対する物品の販売又はサービスの提供に関する業務
(5)　前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務

指定管理時の提案及び協定書、
基準書等の主な内容

中期計画書・年度計画等の主な内容 評価対象事項

【評価について】
　○：協定内容が遵守されており、事業計画に基づく事業実施や取組状況や数値目標
　　　について水準を満たしている、又は期待以上となっている。
　△：協定内容の遵守や、事業計画に基づく事業実施や取組状況に問題はないが、
　　　一部に改善の余地がある。
　×：協定事項が遵守されていない、または事業計画内容が実施されておらず
　　　事業実施に支障があり、早急な対応が求められる。

指定管理者

指定期間

【１次評価】指定管理者：令和３年度の実績報告概要及び評価 【２次評価】市の評価

評価結果

委員会の評価

○ ○

　引き続き、国の動向を注視
し、全国保険医療情報ネット
ワークの取り組みに対応して
いただきたい。
　オンライン資格確認は適切
に運用いただき、患者の利便
性向上に努めていただきた
い。

　院内掲示やホームページ等
での診療情報等の情報発信に
積極的に取り組んでいる。
　市所管の各種団体の会合等
においても、指定管理者とし
て積極的に事業報告を行って
おり、質疑応答も含め、病院
運営、医療提供に対する市民
の理解向上につながってい
る。
　また、院内で「ご意見箱」
を設置し、利用者の意見要望
の把握・対応を図っている。
　あわせて、指定管理者にお
いて通院手段の確保が困難な
患者のため、車両4台により患
者送迎サービスを実施してい
る。

○

○

○

　１次、２次評価とも
に妥当である。

　１次、２次評価とも
に妥当である。

　１次、２次評価とも
に妥当である。
　利用者に対して、ご
意見箱の件数が少ない
ように思える。市民の
建設的な意見、要望を
経営に取り入れるとい
う趣旨から、ご意見箱
の設置場所・数・記入
用紙の様式等の改善を
通じて、より多くの意
見が寄せられるように
努めていただきたい。
　また、意見・要望に
対する改善状況を市民
に広く周知することに
も、併せて取り組んで
頂きたい。

○医療の透明性を確保し、患者及び職
員間でわかりやすい医療を提供してい
く。
○地域医療の質向上のため、医療情報
システムにより得られるデータを収集
していく。

○医療センターの土地、建物、設備及
び附帯施設について、適正かつ良好な
状態で管理する。
○物品等についても、台帳管理し常に
現状を明らかにし、保守、修繕等の管
理を行う。

（３）市民への情報公開や病院運営に関
する市民参加の推進

（２）医療データベースの構築と情報提
供

【中期１３】その他
○診療日程、医師情報、診療実績につ
いて院内掲示及びホームページ等で情
報提供する。
○ご意見箱の設置、市民参加型ボラン
ティアの実施
○患者及び来院者へのサービス提供

①情報発信状況
②ご意見箱の内容・件
数
③患者無料送迎状況

①情報発信状況
　新型コロナウイルス感染症への対応や診療に関する情報については院内での掲示やホー
ムページ等での情報提供を行いました。インターンシップ、病院見学等については、受け
入れを中止としました。

②ご意見箱の内容・件数
　医療について医療サービスのご意見やご要望を頂くために、院内各階に「ご意見箱」を
設置し、サービスへのご意見や要望を院内にて共有し取り組みました。

③患者無料送迎状況
　送迎車4台によるドアtoドアの送迎サービスを実施しました。前年と同程度の患者様が
利用されました。
　無料送迎利用件数：延9,182件（1日当り31.4件）
　　※迎え、送り、それぞれ1件として集計

①施設等の保守・点検
の実施状況
②施設等の修繕・改良
等の実施状況

【中期１２】【年度８】施設管理
・公立病院の指定管理者として、施設
等の保守・点検（医療機器含む）に関
する法令やその他の基準等に沿った方
法によって保守・点検を行う。
・経年劣化による修繕・改良の必要性
及び患者の利便性の改善を目的に市と
協議する。
・必要性を精査し、開院時調達の医療
機器等の更新を行う。また、年度計画
に合わせた検討を行う。

（１）施設管理

○桜川市情報公開条例を参考に市民へ
の情報公開を検討する。
○ご意見箱の設置等を利用し、患者・
市民サービスの向上を目指す。
○患者及び来院者へのサービス提供の
充実を図る。

３
　
施
設
等
維
持
管
理
、

そ
の
他

【中期１３】その他
○電子カルテ情報を県内主要医療施設
とのデータ相互参照を可能にする。
○受診者データを市内の各医療機関等
で参照可能なシステム構築を目指す。

①医療データベースの
構築状況

○

①施設等の保守・点検の実施状況
　公立病院の指定管理者として、施設等の保守・点検（医療機器含む）に関する法令やそ
の他の基準等に沿った方法によって保守・点検を行いました。
ア　建物及び建物付属設備の主な保守点検項目
　高圧電気及び自家発電設備、消防設備及び防火対象物設備、医療ガス供給設備
　浄化槽設備、昇降設備、自動ドア設備 等
イ　医療機器等
　Ⅹ線撮影機器、磁気共鳴撮影機器（ＭＲＩ）臨床検査機器
　内視鏡機器（胃・大腸・膀胱）、超音波診断装置 等

②施設等の修繕・改良等の実施状況
ア　病院施設
　一部エアコン室外機の開閉バルブ不良があったため、漏れ箇所の修繕とガスの再充填を
行いました。

イ　医療機器その他
　ネットワーク関連の脆弱性を悪用した事例が報道されており、当院でも機器の脆弱性が
確認できたため、修正したバージョンへのアップデート等の対応を行いました。

○

　市立病院の指定管理者とし
て、施設等の保守・点検を行
い、施設等を適正かつ良好な
状態で管理している。
　施設等の修繕・改良等につ
いては、患者の要望に応える
ため、市と協議のうえ適切に
対応した。

○○

①医療データベースの構築状況
　茨城県医師会が提供する「いばらき安心ネット（iSN）」を平成31年3月に導入し、茨城
県西部メディカルセンターとの連携に取り組んでいたところですが、参加医療機関の拡大
が進展せず、令和元年12月1日から令和3年3月31日までiSN事業の運用が凍結されることと
なりました。引き続き、国等の動きを注視します。
　また、マイナンバーカードを健康保険証として使用できるオンライン資格確認システム
を整備し、令和４年３月３１日時点で開始しました。電子カルテの特定健診情報との連携
にも取り組む予定です。
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平成３０年１０月１日
～令和２０年３月３１日

業務の範囲

(1)　病院における診療及び検診に関する業務
(2)　病院利用に係る料金及び手数料の徴収に関する業務
(3)　病院の施設及び附帯設備の維持管理に関する業務
(4)　利用者に対する物品の販売又はサービスの提供に関する業務
(5)　前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める業務

指定管理時の提案及び協定書、
基準書等の主な内容

中期計画書・年度計画等の主な内容 評価対象事項

【評価について】
　○：協定内容が遵守されており、事業計画に基づく事業実施や取組状況や数値目標
　　　について水準を満たしている、又は期待以上となっている。
　△：協定内容の遵守や、事業計画に基づく事業実施や取組状況に問題はないが、
　　　一部に改善の余地がある。
　×：協定事項が遵守されていない、または事業計画内容が実施されておらず
　　　事業実施に支障があり、早急な対応が求められる。

指定管理者

指定期間

【１次評価】指定管理者：令和３年度の実績報告概要及び評価 【２次評価】市の評価

評価結果

委員会の評価

①収支状況（計画・実
績）

①収支状況（計画・実績）
　新型コロナウイルス感染症による影響はあったものの、経常利益については中期計画の
目標値を達成しました。
　達成できた要因としては、手術件数の増加による入院単価の増加、外来患者数・診療単
価の増加が挙げられます。

○ ○

　収益については、前年度と
同様、新型コロナウイルス感
染症の影響により医業収益が
計画を下回り、特に外来診療
で影響が大きく、計画を下
回ったものの前年度を上回っ
ている。
　費用については、主に人件
費及びその他医業費用（委託
料等）の経費が計画を下回っ
た。
　その結果、当初の収支見込
では、130,120千円の経常利益
を見込んでいたが、実績で
は、146,003千円の経常利益と
計画額を上回った。新型コロ
ナウイルス感染症対策の補助
金や新型コロナワクチン接種
を実施したことにより、純利
益も計画を達成できた。

○

○

　保健所による書類検査が実
施され、指摘事項等はなかっ
たため、法令等を遵守した病
院運営に努めている。

　１次、２次評価とも
に妥当である。

　１次、２次評価とも
に妥当である。

４
　
病
院
経
営

（４）医療法に基づく立入検査受検状況

○

①保健所による立入検査状況
　新型コロナウイルス感染症の影響により、書類検査による立入検査が実施されました。
指摘事項等はありませんでした。

②厚生局による立入検査状況
　関東信越厚生局による施設基準の係る適時調査は実施されませんでした。

（１）安定した病院経営

能率的な経営を行い、持続可能な医療
を行う。

○公立病院の指定管理者として、法令
及び条例、規則等を遵守しなければな
らない。

- ①保健所による立入検
査状況
②厚生局による立入検
査状況

【中期１４】経営の効率化と収支計画
○開院後２年度以降における経常収支
の黒字を目指す。

①収支計画

３
　
施
設
等
維
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理
、
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○

総評
　全体としては、基本協定及び事業計画に基づいた病院運営が図られているものと評価する。一部に改善の余地があるとされた項目については、改善に向けた取組みを実施していただきたい。
 また、新型コロナウイルス感染症への対応は、発熱外来での院内感染対策を講じた診療を行っており、新型コロナワクチン接種も実施し、市民の健康危機に対して対応できている。引き続き、感染対策を徹底するとともに、関係機関と連携しながら、市民に適切な医療
提供・情報発信等を実施していただきたい。
　今後とも、地域医療構想及び病院再編統合に当たっての役割分担を念頭に、地域医療機関等と連携しながら、民間ノウハウを生かした病院経営に努めていただきたい。

計画 実績 計画 実績 計画 実績 計画 実績
677,715 799,533 1,750,558 1,767,151 2,189,380 1,790,360 2,189,409 2,051,584
592,726 716,034 1,580,579 1,597,404 2,019,401 1,618,548 2,019,430 1,853,396
403,935 434,473 964,092 1,012,784 1,140,948 1,047,417 1,140,948 1,115,895

入院診療日数（日） 182 182 366 366 365 365 365 365
病床数（床） 128 128 128 128 128 128 128 128
1日当たり患者数（人） 90.1 89.7 99.8 94.8 111.0 94.1 111.0 92.4
(病床利用率)（％） 70.4 70.1 78.0 74.1 86.7 73.6 86.7 72.2
診療単価（円） 24,638 26,622 26,384 29,190 28,162 30,496 28,162 33,087

161,108 216,427 549,224 487,237 798,023 454,828 798,023 549,933
外来診療日数（日） 147 145 294 293 294 292 294 292
1日当たり患者数（人） 163.4 213.3 264.0 234.8 364.6 203.5 364.6 227.7
診療単価（円） 6,707 6,996 7,076 7,082 7,444 7,654 7,444 8,271

10,175 8,448 20,350 13,262 20,350 21,477 20,350 18,475
17,508 56,686 46,913 84,121 60,080 94,826 60,109 169,093
84,989 83,499 169,979 169,747 169,979 171,812 169,979 198,188
68,471 67,844 136,942 135,048 136,942 133,768 136,942 131,848
16,518 15,655 33,037 34,699 33,037 38,044 33,037 66,340

0 0 0 0 0 77,144 42,798
0 0 0 0 0 77,144 42,798

955,850 837,510 1,917,739 1,684,675 2,056,135 1,716,072 2,059,289 1,905,581
943,312 835,375 1,893,537 1,681,210 2,032,433 1,703,559 2,036,087 1,889,617
560,232 504,137 1,175,628 1,043,632 1,199,461 1,046,407 1,203,136 1,111,084

医業収益比率（％） 94.5 70.4 74.3 65.3 59.3 64.7 59.5 59.9
99,578 145,206 275,363 289,417 363,513 326,141 363,518 397,919

医業収益比率（％） 16.8 20.3 17.4 18.1 18.0 20.2 18.0 21.5
283,502 186,032 442,546 348,161 469,459 331,011 469,433 380,614

医業収益比率（％） 47.8 26.0 27.9 21.8 23.2 20.5 23.2 20.5
7,112 29,243 13,060 38,777 11,893 18,453 11,553 38,976

医業収益比率（％） 1.1 4.1 0.8 2.4 0.5 1.1 0.5 2.1
12,538 2,134 24,202 3,465 23,702 12,513 23,202 15,964

0 0 0 0 0 6,071 0 8,367
12,538 2,134 24,202 3,465 23,702 6,442 23,202 7,597

0 0 0 0 0 22,923 15,312
0 0 0 0 0 247 0
0 0 0 0 0 22,676 15,312

▲ 278,135 ▲ 37,977 ▲ 167,181 82,476 133,245 74,288 130,120 146,003

▲ 278,135 ▲ 37,977 ▲ 167,181 82,476 133,245 128,509 130,120 173,489

医業収益（千円）
入院収益（千円）

外来収益（千円）

室料差額（千円）

補助金収益（千円）
臨時収益（千円）　②

その他医業収益（千円）
医業外収益（千円）

純利益（千円）　（①+②）-（③+④）

固定資産除却損（千円）
固定資産圧縮損（千円）

臨時損失（千円）　④

経常費用（千円）　　　③
医業費用（千円）

R3R2
勘定科目

その他医業外費用（千円）

経常損益（千円）　　①－③

H30 R1

人件費（千円）

材料費（千円）

その他医業費用（千円）

内）減価償却費（千円）

医業外費用（千円）
指定管理者負担金（千円）

指定管理料等（千円）
その他医業外収益（千円）

経常収益（千円）　　　①

呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 外来化学療法加算２
喘息管理指導料（Ⅰ） 一般病棟入院基本料６
時間内歩行試験及びシャトルウォーキ
ングテスト

地域包括ケア入院医療管理料２

在宅時医学総合管理料及び施設入居
時等医学総合管理料

運動器リハビリテーション料（Ⅱ）

麻酔管理料（Ⅰ）

【参考】施設基準届出一覧（R3年度分）


